
 

６ 主な事業に関する調べ 

事  業  名 概 要                           

 

妻木晩田遺跡調査整

備事業（保存整備） 

 

決算見込額 

17,964千円 

 

（財源内訳） 

国庫支出金 

8,486千円 

 一般財源 

9,478千円 

 

○将来ビジョン 

Ⅳ 楽しむ 

（１）本県の豊かな歴

史、自然・環境、食、

文化等を知り、楽しむ

とともに、「価値実感

生活」の実現 

 

 

ア 目的及び事業の実施状況 

（ア）目的 

・遺構の保護及び、公開、活用のための環境整備 

（イ） 事業の実施状況 

・「史跡等・登録記念物・歴史の道保存整備事業」（国庫補助率１／２）の認定を受け、

既公開地区における屋外放送設備工事、園路追加整備実施設計及び復元建物修理工事を

行った。 

 

イ 平成２６年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

・主要なイベント期間に重複しないよう工事期間を調整した。 

  

ウ 成 果 

・広い園内で活動している来園者に、緊急情報やイベント時に情報を放送する環境が整 

い、安心かつ快適に史跡を見学できるようになった。また、史跡公園を安全に散策し

ていただくために必要な園路追加整備の事前準備が整った。 

 

エ 課 題 

・史跡公園のより安全な運用、利用をはかる。 

・復元建物修理工事に係る資材（茅材）の安定的な調達 

 

 

妻木晩田遺跡調査整

備事業（発掘調査） 

 

 決算見込額 

20,121千円 

 

（財源内訳） 

 国庫支出金 

9,681千円 

 一般財源 

10,440千円 

 

○将来ビジョン 

Ⅳ 楽しむ 

（１）本県の豊かな歴

史、自然・環境、食、

文化等を知り、楽しむ

とともに、「価値実感

生活」の実現 

 

ア 目的及び事業の実施状況 

（ア）目的 

・妻木晩田遺跡の集落像を明らかにする。 

（イ）事業の実施状況 

・妻木晩田遺跡の墳墓域の実態解明のため仙谷地区西側丘陵で仙谷８号墓の調査を実施 

した。 

・発掘調査の概要報告として調査研究年報を刊行した。 

 

 

イ 平成２６年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

・重要度の高い仙谷８号墓の埋葬施設の調査にあたり、大きな蓋石の安全な移動や復元に

伴う詳細な測量や設計をする必要があることから、専門的な技術・能力を有する民間調

査組織の支援を導入し、調査体制を整えた。 

 

ウ 成 果 

・仙谷８号墓に設けられた埋葬施設が石棺であることを確認し、石棺の構築過程を明らか

にすることができた。 

 

エ 課 題 

・仙谷８号墓の埋葬施設から出土した骨片の分析、検討。 

・仙谷８号墓北側の平坦な地形における遺構の確認調査。 

・第Ⅱ期調査の成果と、今後の史跡の整備、活用計画を踏まえた調査計画の検討。 

 



 

事  業  名 概 要                           

「とっとり弥生の王

国」普及活用事業（妻

木晩田遺跡活用事業） 

 

 決算見込額   

17,862千円 

 

（財源内訳） 

 国庫支出金 

1,324千円 

 一般財源 

16,538千円 

 

○将来ビジョン 

Ⅵ 育む 

(2-3)「知」「徳」「体」

のバランスの取れた

学校教育 

ア 目的及び事業の実施状況 

（ア）目的 

・遺跡の歴史・自然のすばらしさを知ってもらい、親しんでもらうため、遺跡の歴史、自

然、弥生の生活を体験する講座や集客を目的としたイベントを実施した。 

（イ）事業の実施状況 

主な活用事業実施状況一覧 

項目 日時 参加者数 

ＧＷはむきばんだ日和！ 
4 月 26 日～ 

5 月 6 日 
３，０１８ 

弥生講座「弥生土器作り」 5 月 18 日 １４ 

弥生講座「貝紫染め体験」 7 月 27 日 ２４ 

弥生講座「カゴづくり」 11 月 23 日 ８ 

弥生講座「機織り」 12 月 14 日 ２１ 

弥生の森講座「春の自然を味わおう」 4 月 20 日 ７５ 

弥生の森講座「むきばんだ写生教室」 5 月 11 日 １２ 

弥生の森講座「昆虫採集」 8 月 1 日 ４２ 

弥生の森講座「夜の昆虫観察会」 8 月 1 日 ４０ 

弥生の森講座「星座観察会」 9 月 27 日 ６５ 

弥生の森講座「秋の実りと木の実工作」 10 月 19 日 ２３ 

考古学講座「トークプレイス」 2 月 22 日 定員８０ 

実験考古学講座「土器を復元する！」 6 月 28,29 日 １６ 

実験考古学講座「弥生の琴を復元する！」 10 月 26 日 ６ 

実験考古学講座「石斧を復元する！」 11 月 15,16 日 ３ 

実験考古学講座「弥生の森を育てる！」 3 月 8 日 定員２０ 

体験学習事業「お気楽♪弥生気分！」 
4 月 26 日～通年 

(土日祝・夏休み） 
３，５６９ 

体験学習事業「はっくつ体験」 
5 月～11 月 

(日・祝日) 
３５ 

古代体験利用者総数 

（「お気楽♪弥生気分！」を含む） 

常時 

（予約受付等） 
５，８９８ 

ジュニアファンクラブ（年 9 回） 5 月 17 日ほか １７０ 

らく楽サイクリング事業 通年 ２６４ 

サマーナイト宵まつり 8 月 10 日 荒天中止 

古代と自然探検隊「カヌー体験」 7 月 30 日 ７０ 

なりきり弥生人生活 
8 月 16 日～17 日 

8 月 17 日～18 日 
荒天中止 

むきばんだまつり 9 月 23 日 ３，５００ 

 

イ 平成２６年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

・他県の古代体験をむきばんだまつりにおいて出店するなど他施設との連携を強化した。 

  熊本県立装飾古墳館・・・古代絵画教室 

  和歌山県立紀伊風土記の丘・・・青い石の石包丁づくり 

  兵庫県立考古博物館・・・ループでくみひも体験 

  出雲弥生の森博物館・・・勾玉づくり 

 



 

事  業  名 概 要                           

  

・本格的な体験のできる講座と家族向けの簡易体験講座を工夫することで、幅広い年齢層

に対してイベントの提供を行った。 

・年度当初に幼・保・小中学校へ出向き、教育機関等の利用促進を図った。 

 

ウ 成 果 

・各事業において、現地、本物の魅力を生かした取り組みを実施することで、参加者に好

評を得た。 

・教育機関等への利用促進を図ったことにより、利用団体が増えた。 

 ８５件（平成２５年度） ⇒１０４件 

＜内訳＞ 

・小学校２０、中学校９、特別支援１、高等学校６、子ども会等２２＝５８ 

・幼稚園、保育園、公民館、大学、専門学校等＝４６ 

 

エ 課 題 

・土日、祝日やイベント時における来園者に対応するためボランティアガイド（４０名）

や古代体験補助ボランティア（２９名）の新規養成 

・東部、中部地区の教育機関等へのより一層のＰＲ活動を行う必要がある。 

・遺跡の活用促進を図るため、周辺の史跡や観光施設等との連携が必要である。 

 

 



 

 

 


